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平
成

１
３
年
度
縁
奥
会
総
会
終
わ
る

総
会
は
５
月
１
６
日

（本
）
午
後
１
時
半
か
ら
始

ま
っ
た
。
松
本
代
表
の
挨
拶
の
あ
と
、
ま
ず
物
故
者

に
黙
祷
を
捧
げ
、
続
い
て
１
２
年
度
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、
１
３
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
詳
細
は
別
紙
参
照
。

総
会
終
了
後
は
、
事
務
局
用
意
の
茶
菓
で
休
憩
し

た
後
、
関
塚
貞
亨
会
員
の
講
演

「大
正
三
年
夏
、
上

高
地
」
に
移
っ
た
。
下
段
に
そ
の
要
約
を
紹
介
す
る
。

［出
席
者
口
山
本
良
子

・
早
川
瑠
璃
子

・
国
見
利
夫

・

梨
羽
時
春

・
松
本
恒
廣

・
近
藤
緑

・
関
塚
貞
亨

・
里
見

清
子
・
渡
部
温
子
・
横
山
隆

・
奥
野
道
治

。
鳥
橋
祥
子

・

樋
回
公
臣

・
島
田
稔

・
大
山
恭
司

・
福
原
サ
チ
子

・
渡

邊
正
子

・
冨
澤
克
礎

・
夏
原
寿

一
・
瀬
戸
英
隆

・
田
井

具
世

・
川
口
章
子

・
深
田
森
太
郎

・
小
泉
義
彦

・
渡
辺

恵
美
子

・
近
藤
雅
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
２
６
名

欠
席
者
か
ら
の
ひ
と
こ
と

（順
不
同
）

芳
賀
孝
郎
　
昨
年
北
大
ス
キ
ー
部
創
立
１
０
０
周
年

記
念
行
事
が
あ
り
、
楽
し
く
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ

北
海
道
支
部
の
仲
間
、
北
大
山
の
会
の
仲
間
と
山
を
歩

い
て
い
ま
す
。
一
度
、
北
海
道
企
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嶋

一
晃
　
山
桜
会
主
催
の

「松
尾
峠
遭
難
９
０
年

祭
」
に
参
加
し
、
「大
正
期
の
立
山
案
内
人
群
像
～
松
尾

峠
の
遭
難
を
巡
る
」
と
題
し
て
レ
ク
チ

ュ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
も
来
て
お
り
、
よ
い
反
応
が
あ
り

ま
し
た
。

梅
本
知
榮
子
　
決
し
て
良
く
な
ら
な
い
膝
と
格
闘
す

る
よ
う
に
、
写
真
撮
影
を
主
体
の
山
登
り
を
続
け
て
い

ま
す
。
未
知
の
山
域
に
あ
る
山
に
思
い
を
寄
せ
い
つ
か

登
ろ
う
と
夢
み
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
軸
に
な
る
の
は

鋼
岳
の
写
真
撮
影
で
す
。
今
年
は
剣
岳
の
懐
に
飛
び
込

ん
で
撮
影
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
魅

力
あ
る
山
が
あ
り
す
ぎ
で
す
。

福
田
光
子
　
＾
本
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
読
ん
で
お

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
り
、
入
会

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
遠
い
で
す
が
、
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
例
会
に
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
淳
志
　
地
方
に
い
る
と

「緑
爽
会
」
会
報
の
屈
く

の
が
唯

一
の
楽
し
み
で
す
。
生
涯
の
フ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
な
つ
た
鳥
海
山
の
イ
ヌ
ヮ
シ
生
態
調
査
、
ま
も
な

く
幼
鳥
が
新
緑
の
峰
上
り
を
背
景
に
舞
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
会
の
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

羽
賀
克
己
　
近
藤
緑
さ
ん
宛
に
送
っ
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご

一
覧
を
！
　

（本
紙
２
～
３
頁
に
掲
載
）

堀
井
昌
子
　
一
度
も
出
席
で
き
ず
心
苦
し
く
思
い
ま

す
。
前
日

（１
５
日
）
よ
り
仕
事
で
す
。

高
辻
謙
輔
　
１
９
～
２
０
日
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
中
部
ブ
ロ
ツ
ク

四
支
部
交
流
会
が
山
梨
で
あ
る
の
で
参
加
し
ま
す
。
総

会
に
出
席
し
て
関
塚
貞
亨
氏
の
講
演
を
聞
き
た
か
つ
た

の
で
す
が
、
残
念
で
す
。

菅
野
弘
章
　
老
化
で
す
が
、
山
へ
の
高
い
志
向
に
変
り

は
な
い
つ
も
り
で
す
。

藤
本
慶
光

　

（病
後
）
ス
ト
ッ
ク
を
２
本
持
ち
、
四
本

足
で
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い
て
い
ま
す
の
で
、
市
ケ
谷
の
坂
が

登
れ
ま
せ
ん
。
ご
盛
会
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

平
野
紀
子
　
残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
関
塚
さ
ん
の
お
話
、
聴
き
た
か
っ
た
の
に
残
念
！

吉
田
理

一　
本
年
３
月
、
４
３
年
間
の
教
職
を
去
り
ま

し
た
。
尾
瀬

・
奥
只
見
郷
ネ
ィ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
、
深
田

百
名
山
の
越
後
駒
ケ
岳

「駒
の
小
屋
」
管
理
人
。
Ｊ
Ａ

Ｃ
編
日
本
三
百
名
山

「人
海
山
」
担
当
と
山
関
係
の
生

活
で
す
。

川
上
進
　
昨
年
来
肺
癌
に
な
り
、
２
月
の
例
会
も
途
中

で
雨
が
降
り
、
酸
素
糧
と
傘
で
引
き
返
す
現
状
で
す
。

尾
野
益
大
　
４
月
１
３
、
１
４
両
日
に
小
島
烏
水
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
近
藤

信
行
先
生
が
撰
文
さ
れ
た
碑
文
を
建
立
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
谷
隆
亘
・
可
江
　
５
月
１
５
～
１
６
日
は
東
京
多
摩

支
部
の

「雲
取
山
石
積
み
歩
道
整
備
」
に
参
加
予
定
で

す
。
新
入
会
員
で
す
。
今
後
共
宜
し
ぐ
願
い
ま
す
。

☆
ほ
か
に
官
澤
美
渚
子
、
大
島
洋
子
、
中
村
好
至
恵
さ

ん
ら
か
ら
来
信
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演

「大
脱
逸
年
夏
、
上
高
地
」
榎
概

西
暦
１
９
１
３
年
、
今
か
ら
百
年
前
の
上
高
地
に
は
、

偶
然
の
よ
う
に
山
岳
会
の
人
た
ち
が
集
ま

っ
た
。

ま
ず
、
登
山
史
に

燦
然
と
輝
く

「木
暮

理
太
郎
と
田
部
重
治

に
よ
る
、
槍

ヶ
岳
か

ら
黒
部
源
流

の
山
～

五
色
ケ
原
ま
で
の
案

内
人
な
し
の
縦
走
が

あ
り
、
ウ

エ
ス
ト
ン
夫
妻
と
嘉
門
次
、
根
本
清
蔵
に
よ

る
槍
ヶ
岳
及
び
奥
穂
高
登
攀

（
エ
ミ
リ
ー
夫
人
の
奥
穂

高
登
頂
は
女
子
と
し
て
の
初
）
。
ま
た
慶
応
義
塾
山
岳
会

の
創
設
に
関
わ
っ
た
鹿
子
木
員
信
、
神
戸

一
中
在
学
中

だ
が
後
に
立
教
大
学
山
岳
部
創
設
に
関
わ
る
辻
荘

一
、

一
高
旅
行
部
を
創
設
し
た

一
高
生
の
大
木
操
ら
が
偶
然

居
合
わ
せ
ウ

エ
ス
ト
ン
と
交
流
し
た
。
茨
木
猪
之
吉
、

高
村
光
太
郎
ら
画
家
も
ウ

エ
ス
ト
ン
夫
妻
や
木
暮
ら
、

後
に
山
岳
会
の
第
二
世
代
に
属
す
る
人
た
ち
と
交
流
を

持
ち
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
。

東
京
高
等
師
範
中
等
部
の
生
徒
３
０
人
を
始
め
中
学

生
が
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
に
入
り
、
槍

ケ
岳
に
登

頂
し
て
お
り
、
北
ア
ル
プ
ス
は
探
検
時
代
が
終
わ
り
、

冒
険
時
代
に
入
っ
た
年
と
し
て
記
憶
さ
れ
よ
う
。

詳
し
く
は
六
月
下
旬
に
発
刊
さ
れ
る
予
定
の
『
山
岳
』

二
〇

一
三
年
に
掲
載
さ
れ
る
。
　
　
　
（関
塚
貞
亨
記
）

撮影 小泉義彦

[緑爽会 6月 山行]

箱根飛龍ノ滝から湯坂道

同 時 6月 6日 (木)  日帰り
コース 箱根湯本 (バス)畑宿一飛
龍ノ滝一湯坂路入リロT鷹巣山一
浅間山一湯坂神社一湯動 跡―箱

根湯本     地図 箱根
集 合 箱根湯本駅改札 午前 9時
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［
近
詠
］

ガ

ン

・

フ

ア

イ

ト

（
再

入

院

編

）

中
野
総
合
病
院

２
０
１
３
年
１
／
４
日
～
２
５
日

狂
歌
師

翠
柏
山
人

項
調
に
回
復
ｔ
て
る
と
３

い
ｔ
に
息

の
こ
業
で
再
よ

の
入
龍

↑
／
ι

予
駅
せ
ぎ
る
暮
入
院
に
縁
猥
す
謗
き
日
め
て
手
術
も
資
本

●

や

く

百
歳
ま
で
は
生
き
る
と
宣
す
に
た
本
ど
も
再
入
院
で
少
ｔ
発
表
に

と
は
ム
え
ど
新
体
験
を
楽
ｔ
み

つ
わ
き
古
薇
と
ユ
な
決
意
す

入
詭
ｔ
ロ
ロ
ロ
に
ｔ
て
群
彙
す
二
日
の
を
の
継
ム
の
式
滓

亀
の
冬
も
地
肇
畿
牲
岩
多
く
ｔ
て
書
が
晨
ス
島
の
後
の
日
を
越
う

貧
ア

に

）

～

薔
が
半
渥

の
層
換
え
む
と
３

い
ｔ
に
党
め
本
ば
な
ん
と
継
を
お
安

セ
率

の
鰐
き
啜
る
も
え
遅
リ
ム
ら
ず
燿
こ
う
奉
が
ガ
ン

・
フ
ア
イ
ト

胃
袋

の
代
奪
さ
せ
た
ホ
腸
に
治
ざ
ム
が
生
じ
尋
手
衛
と
は

斯
く
な
ム
ぼ
チ
ー
ム
ス
野
に
身
さ
委
ね
手
荷
れ
に
幸
り
織
た
わ
る

（′
／
こ

ム
崎

に
麻
疇
と
呼
吸
や
諸
々
の
パ
イ
プ
書
が
水
６
河
昼
絆

宏
手
じ

か

た

ａ
を
覚
ネ
ｔ
修
え
で
薇
笑
む
裏

の
手
を
固
く
絡
り
て
暫
ｔ
経
さ
ず

日
常

は
思

島

継

■
ミ

せ
ど

も
姜

の
ネ

穐

彙

ｔ

く
轟

ｔ

　

　

　

さ

こ

の
ご

ろ

亀
頃

は
呆
え
え

人
増
え
ｔ

と
ふ
不
安
を
蝙
る
せ
ね
な
り
せ
ば

あ

杏
灘
な
き
ま
裁
な
り
せ
ば

つ
い
悠
せ
る
そ
ん
な
織
が
身
き
憎
む
春
を
長
水

と
も
か
く
も
手
衛
は
豊
事
に
舞
り
に
と
チ
ー
ム
ス
野
に
よ
め
て
謝
す

手
術
曼
け
貴
す
時
員
は
惜
ｔ
け
れ
ど
生
き
て
る
こ
そ
の
体
験
と
承
く

日
曜
日
善
が
あ
安
き
謗
な

い
て
，
掛
け
く
水
し
■
薄
民
に
感
謝

パ
イ
プ
薇
き
流
動
金
を
少
ｔ
金
み
糞
シ
ョ
ン
ベ
ン
を
同
時
群
よ

↑

／
′
↓

洗
濯
織
ホ
嬌
水
薇
峰
で
人
麦
ど
ネ
水
ぬ
理
由
き
姜
は
ム

い
け
り

真
え
十
に
射

シ
ャ
ッ
ク
リ
小
上
み
な
ｔ
そ
を
持

つ
恙
オ
さ
ぞ
著
ｔ
か
ろ

今
奮
ま
た
ク
シ
ャ
ミ
に
獅
表
け
ど
も
日
構
す
る
よ
を
ぜ
か
消
え
た
り

（′
／
′
↓

少
ｔ
だ
け
小
さ
く
な
れ
る
篇
に
も
時
々
混
じ
る
者
れ
り

？
十

Ｔ
／
′
ι

日
に
ニ
ム
彙
替
動
幕
す
ナ
ー
ス
ら
の
人
量
多
く
之
き
党
え
得
ず

党
え
得
ず
え
き
ネ
リ
違
う
え
人
を
低
ｔ
く
見
護
る
ナ
ー
ス
を
螢
う

鴬
十
べ
き
お
や

つ
牛
乳
サ
ー
ビ
ス
に
た
だ
感
謝
の
み
ナ
ー
ス
の
仕
事

燿
夷
地
で
は
今
日
も
彙
ふ
日
そ
の
上
に
電
力
不
え
で
繁
息
彰
入
と

（′
／
′
ι

医
や
ご
畦
真
の
人
ら
が
す
む
谷
わ
す
蛯
灌
に
遊
き
た
る
脅
雪
に
着
り

霞
絆
ス
な
人
′
‐８員
ユ

姜
が
ネ
て
く
本
る
基
ｔ
さ
奮
り
繁
さ
島
に
バ
ｔ
て
な
み
な
み
３
う

心
使
の
厠
通
勤
二
十
口
晨
こ
水
系
本
た
る
ム
崎
勁
恭

ュ
手
術
外
え
カ
ロ
餐
ち
て
三
分
“
さ
金
え
た
暮
び
裏
に
電
機
す

Ｔ
／
”
郵

七
幡
髭
利
ら
ん
と
き
う
に
姜
は
ム
う
そ
の
ま
ま
逹
磨
に
な
る
も
■̈
か
ら
む

時
な
ら
ぬ
秦
奮
洋
ｓ
に
峰
り
綾
リ
ニ
女
の
式
人
式
ロ
ロ
恕
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羽
田
さ
ん
の
逝
去
を
悼
む

緑
爽
会
代
表
　
松
本
　
恒
廣

羽
田
栄
治
さ
ん
に
は
昨
年
秋
頃
よ
り
体
調
を
崩
さ

れ
療
養
中
の
と
こ
ろ
本
年
４
月
５
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
亨
年
８
５
歳
。
Ｊ
Ａ
ｃ
に
は
１
９
６
３

（昭
和

３
８
）
年
入
会
、
紹
介
者
折
井
健

一
、
高
橋
照
。
会

員
番
号
５
５
４
８
。

羽
田
さ
ん
は
１
９
２
７

（昭
和
２
）
年
東
京
に
生

ま
れ
、
５
１

（昭
和
２
６
）
年
中
央
大
学
卒
。
旧
制

開
成
中
学
か
ら
山
岳
部
に
入
り
、
中
大
山
岳
部
に
所

属
し
な
が
ら
安
川
茂
雄
氏
等
と
日
本
山
嶺
倶
楽
部
を

創
立
。
卒
業
後
、
中
部
日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社

（現

中
日
映
画
社
）
に
入
社
し
、
主
に
ニ
ュ
ー
ス
映
画
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
種
々
の
分
野
の
映
画
取
材
に
活
躍
、

特
に
山
岳
部
出
身
ら
し
く
登
山
技
術
を
生
か
し
た
登

山
隊
同
行
記
録
作
品
や
遭
難
取
材
に
手
腕
を
振
る
い

「山
の
現
場
に
羽
田
あ
り
」
と
周
囲
の
人
達
に
言
わ

し
め
た
。

な
か
で
も
羽
田
さ
ん
に
と
っ
て

一
番
の
出
来
事
は

谷
川

一
ノ
倉
岩
壁
に
お
け
る
自
衛
隊
に
よ
る
ザ
イ
ル

切
断
作
業
の
取
材
と
豪
雪
時
の
北
ア
薬
師
岳
に
お
け

る
愛
大
生
１
３
名
遭
難
を
取
材
し
た
こ
と
で
あ

つ
た

Ｌ
い
う
。
ま
た
６
０

（昭
和
３
５
）
年
、
ジ

ュ
ガ
ー

ル
ヒ
マ
ー
ル
隊
に
参
加
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
の
３
５
ミ
リ

シ
ネ
ス
コ
の
山
岳
記
録
映
画
を
完
成
さ
せ
、
前
後
し

て
東
京
、
札
幌
両
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
公
式
記
録
映
画

に
は
製
作
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
８
１

（昭
和
５

６
）
年
、
中
日
映
画
社
を
退
社
し
フ
リ
ー
の
映
像
作

家
と
し
て
、
山
岳
雑
誌
写
真
記
事
も
数
多
く
寄
稿
さ

れ
て
い
る
。

緑
爽
会
と
の
係
わ
り
は
０
５
年
２
月
の
例
会
で
資

料
映
像
委
員
長
と
し
て

「映
像
で
語
る
登
山
史
の
側

面
―
奥
山
章
の
軌
跡
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
し
て
頂

い
た
の
に
始
ま
る
。
こ
の
時
は
奥
山
章
の
作
品

「ヒ

マ
ラ
ヤ
の
休
日
―
デ
ィ
オ

・
テ
イ
バ
を
滑
る
」
を
上

映
解
説
し
て
頂
い
た
。
次
い
で
翌
年
の
辻
村
伊
助
旧

居
跡
訪
間
に
特
別
参
加
さ
れ
、
５
月
の
総
会
か
ら
当

会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
た
Ю
以
後
、
バ
ー
ベ
キ

ュ

ー
パ
ー
テ
イ
や
暑
気
払
い
。
忘
年
会
に
も
顔
を
見
せ

て
く
だ
さ
り
、
特
に
予
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
穴
が

あ
く
と
“
困
つ
た
時
の
羽
田
頼
み
”
で
映
画
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
で
カ
バ
ー
し
て
大
助
か
り
の
こ
と
も
あ
っ
た
。
０

９
年
の

「映
画
剣
岳
点
の
記
を
め
ぐ
つ
て
」
で
は
布

川

・
五
十
嶋
両
氏
と
の
鼎
談
の
中
で
得
意
の
映
像
作

家
と
し
て
の
立
場
か
ら
解
説
し
て
頂
い
た
。

資
料
映
像
委
員
長
と
し
て
は
、
百
年
記
念
の

『
写

真
で
見
る
日
本
山
岳
会
の
一
〇
〇
年
』
を
編
纂
さ
れ

た
り
、
村
山
、
松
丸
さ
ん
達
名
誉
会
員
を
迎
え
て
墨
”

り
継
ぐ
黎
明
期
の
登
山
」
シ
リ
ー
ズ
を
続
け
ら
れ
た

り
、
山
岳
資
料
の
整
理
保
存
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、

日
本
山
岳
会
評
議
員
の
他
、
日
本
山
岳
写
真
協
会
々

長
と
し
て
豊
錐
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

常
に
物
腰
の
柔
ら
か
な
方
で
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
が

お
好
き
で
愛
煙
家
で
も
あ

つ
た
。
昨
年
来
、
病
院

ヘ

お
見
舞
い
に
伺

っ
た
時
も
ス
テ
ッ
キ
を
つ
き
な
が
ら

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
迄
見
送

っ
て
く
だ
さ

つ
た
お
姿
が

瞼
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま

す
。（本

稿
は
ア
ル
パ
イ
ン
・
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｖ
Ｃ

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
た
文
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
）

忘年会で乾杯をする羽田さん (2011年 )

亀羅ぅと
カツ・ 中続至慕 _3-

さ
て
、
身
辺
雑
詠
と
仮
称
す
る
短
歌
を
、
１
日
１
首
を
目
標
に
詠
ん
で
き
ま
し
た
が
、
癌
確
認
以
降
、
病
院

暮
ら
し
で
も
自
宅
療
養
中
も
続
け
た
歌
が
凡
そ
５
０
０
首
に
な
り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
闘
病
を
も
じ

つ
て

詠
ん
だ

「吾
が
余
命
断
じ
て
癌
に
渡
さ
ぬ
と
固
く
誓
い
て
療
養
に
入
る
」
か
ら

『
ガ
ン
・
プ
ア
イ
ト
』
と
決
め
、

今
回
は
再
入
院
再
手
術
の
病
院
詠
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。
ヨ
ロ
な
が
ら
駄
作
ば
か
り
と
思
え
ど
も
記
録
と

残
す
病
臥
の
狂
歌
」
と
い
う
次
第
で
、
妻

へ
の
い
ら
立
ち
や
不
満
も
そ
の
ま
ま
、
社
会
事
象
な
ど
も
不
安
定
な

病
人
の
感
情
表
現
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
お
付
合
い
が
復
活
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
羽
賀
克
己



お
浄
土
か
ら
の
メ
ツ
セ
ー
ジ

宮
澤
美
渚
子

私
は
七
十
四
歳
の
秋
、
プ
モ
リ
の
Ｃ
２
ま
で
到
達

し
た
の
が
最
後
の
山
行
に
な
っ
た
。

そ
の
直
後
発
病
し
、
寛
解
に
至
っ
た
も
の
の
、
今
年

は
八
十
路
を
迎
え
る
年
齢
に
な

つ
た
。

未
だ
に
体
調
不
良
の
時
が
あ
り
外
出
の
予
定
が
立
た

な
い
。

昨
年
主
人
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
時

以
来
、
ご
無
沙
汰
な
の
で
、
何
と
か
行
き
た
か
つ
た

緑
爽
会
の
声
安
山
岳
館
見
学
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

主
人
と
初
め
て
登
っ
た
山
は

一
九
六
三
年
二
月
の

富
士
山
だ
つ
た
。
当
時
は
テ
ン
ト
も
ピ
ツ
ケ
ル
も
ア

イ
ゼ
ン
も
靴
も
す
べ
て
重
く
、
セ
フ
テ
ィ
ー
ベ
ル
ト

も
な
く
、
フ
ュ
ー
ラ
ー
結
び
の
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
だ
つ

た
。
そ
の
後
息
子
を
連
れ
二
人
で
毎
年
お
節
料
理
を

持
参
し
て
正
月
の
富
士

へ
行

っ
た
。

子
供
に
と
つ
て
厳
寒
の
富
士
は
厳
し
か
っ
た
に
違
い

な
い
。

何
回
か
の
冬
富
士
で
登
頂
で
き
た
の
は
三
回
に
過
ぎ

な
い
。

主
人
か
ら
松
濤
明
の
話
を
聞
い
た
の
は
結
婚
後
大

分
経

つ
て
か
ら
の
こ
と
だ

っ
た
と
思
う
。

『
風
雪
の
ビ
バ
ー
ク
』
か
ら
受
け
る
内
容
と
は
異
な

る
感
覚
で
主
人
は
松
濤
明
を
非
難
し
て
い
た
。
当
時

北
岳
バ
ツ
ト
レ
ス
中
央
稜
初
登
攀
の
功
績
は
、
先
輩

の
前
で
は
何
も
発
言
で
き
な
か
つ
た
の
だ
ろ
う
。

今
更
な
が
ら
と
思
う
け
れ
ど
、
主
人
に
代
わ
っ
て

当
時
を
偲
び
、
北
岳
山
麓
の
芦
安
山
岳
館
に
ピ
ツ
ケ

ル
を
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

塩
澤
館
長
か
ら
送

つ
て
い
た
だ
い
た

「ザ
や
ま
な

し
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
遺
影
の
前
に
置
き
、

最
も
良
い
と
こ
ろ
に
納
ま
つ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

多
分
そ
れ
は
、
「お
前
と
過
ご
し
た
生
涯
を
喜
ん
で
い

る
」
と
、
精
霊
に
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
な
気

が
す
る
。

北
岳
中
央
稜
初
登
攀
使
用
の
ビ
ツ
ク
ル
は
山
内
東

一
郎
作
で
制
作
番
号

・
銘
が
入
っ
て
い
る
。

山
内
東

一
郎
の
ピ
ツ
ケ
ル
は
注
文
し
て
も
何
時
出
来

上
が
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

主
人
は
山
岳
部
員
何
人
分
か
の
ビ
ツ
ケ
ル
が
出
来

上
が
る
ま
で
滞
在
す
る
よ
う
仙
台
の
鉄
工
所

へ
派
遣

さ
れ
た
。

工
場
で
は
山
内
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
完
成
を

待

っ
た
と
い
う
。
ど
の
く
ら
い
の
期
間
だ
つ
た
の
か

も
っ
Ｌ
詳
し
く
当
時
の
作
業
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
け
れ
ど
、
鉄
を
熱
す
る
ふ
い
ご
を
吹
く
毎
日
だ

っ
た
、
と
い
う
話
を
し
て
く
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

松
濤
明
の
捜
索
で
は
農
大
山
岳
部
が
交
代
で
入
山

し
て
い
た
。

私
は
農
大
山
岳
部
の
監
督
が
早
坂
さ
ん

（会
員
番
号

『一一鰊一一̈一中一ヽ一”旺腋駒眸一

お
互
い
安
堵
し
た
こ
と
を
無

で

ら
,
と

塁勲

８
４
９
５
）
だ
つ
た
頃
、
よ
く
合
宿
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
Ｏ
Ｂ
の
方
も
同
じ
テ
ン
ト
で
生
活
し
、

テ
ン
ト
内
の
雑
談
で
主
人
と
同
期
の
方
か
ら
北
鎌
捜

索
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
。

主
人
は
小
柄
だ
っ
た
せ
い
か
グ
リ
セ
イ
ド
が
早
く
伝

令
を
務
め
た
と
い
う
。

捜
索
中
の
逸
話
で
、
農
大
捜
索
隊
の
隊
長
は

「松
濤

は
ど
う
で
も
い
い
。
有
元
を
捜
せ
」
と
い
う
指
令
だ

っ
た
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

主
人
の
思
い
を
察
す
る
と
“
さ
も
あ
り
な
ん
”
と
密

か
に
、
は
し
た
な
く
も
ほ
く
そ
笑
ん
で
し
ま
っ
た
。

北
鎌
尾
根
の
悲
劇
も
歴
史
は
遥
か
遠
く
な
り
、
真

実
も
消
え
去
る
中
、
私
に
と
つ
て
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス

中
央
稜
初
登
攀
は
主
人
を
想
う
忘
れ
が
た
い
終
生
の

宝
と
思
っ
て
い
る
。

老
い
て
病
に
侵
さ
れ
た
け
れ
ど
、
宮
澤
憲
と
の
内

外
の
山
行
を
振
り
返
れ
ば
、
家
計
の
遣
り
繰
り
に
苦

労
は
あ
つ
た
が
、
年
齢
を
重
ね
て
も
、
な
お
輝
い
た

人
生
だ
と
改
め
て
思
う
。

私
は
山
の
知
識
も
乏
し
く
、
技
術
も
未
熟
、
体
力

も
な
か
つ
た
け
れ
ど
自
分
に
合

っ
た
山
々
を
踏
破
し
、

相
方
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
幸
運
に
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
頭
も
体
も
機
能
は
下
降
し
て
い
く
。

晩
年
に
向
か
う
日
々
は
厳
し
く
も
、
私
な
り
の
山

有
り
て
こ
そ
、
病
も
憂
い
も
忘
却
。
心
に
豊
か
さ
を

得
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。

生
か
さ
れ
る
は
憐
れ
、
自
分
を
生
き
抜
く
底
力
は

山
々
か
ら
の
恵
み
だ
と
思
う
。

私
は
千
の
風
に
な
ら
な
い
。
天
国

へ
の
道
は
行
か

な
い
。

北
岳
と
パ
ン
ペ
マ
ヘ
散
骨
を
済
ま
せ
た
ら
、
必
ず

訪
れ
る
来
た
る
べ
き
日
、
相
方
の
待
つ
お
浄
土
山
ヘ

向
か
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（２
０
１
３
年
５
月
）

（注

・
パ
ン
ペ
マ
は
一
九
六
三
年
主
人
が
隊
長
で
挑
ん

だ
ト
ウ
イ
ン
ズ
、　
一
九
九
入
年
私
が
初
登
頂
し
た
ク
ロ

ス
ピ
ー
ク
の
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
で
あ
る
）

―
後
記
に
代
え
て
―

★
四
国
支
部
が
建
立
し
た
小
島
烏
水
稗
に
刻
ま
れ
た

文
章
は
、
「山
を
讃
す
る
文
」
か
ら
、

眸
日
の
代
は
今
日
の
代
に
あ
ら
ず

今
日
の
銭
は

お
そ
ら
く
駅
日
の
気
に
あ
う
ざ
ら
む

而
ｔ
て
こ
（
向
上
の
然
を
り

い
よ
い
よ
０
ム
ｔ
て
代
き
意
な

籠
を
通
ひ
て
働
ぶ
に
舜
る
　

ヽ

で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年

　

■ヽ

夏
、
甲
斐
信
濃

の
山

々
を

　

一̈

歴
訪
し
た
折
、
台

ヶ
原

の
　

■

輸
け

囀

い

つ た
中
鐸
わ

を 一
［

。
一
一

上

さ

せ
る
と

い
う
心
意

気
　
●

〓

を
、

私
た
ち
も
生
涯
持

ち
　
一
一一■

一

業
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
。
今
年
も
７
月
６
～
７

日
の
土

。
日
曜
、
立
山
で
開
催
さ
れ
る
。
実
行
委
員

長
も
事
務
局
長
も
緑
爽
会
員
が
務
め
て
い
る
。
ど
う

か
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
川
口
章
子
常
鯉
漁

０
卜
一
・卜
０
∞
・∞
緯
い

ま
た
は
近
藤
雅
幸
盤
ｏ
卜
Ю
‥∞
ｏ
Ｎ
‐【
あ
『

裡
隕

ｏ
卜
や
ω
Ｏ
【
・い
Ｏ
Ｈ
∞
ま
で
。

な
お
、永
年
続
け
て
来
た
全
国
集
会
支
援
バ
ス
は
、

都
合
に
よ
り
今
年
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
恒
例
の
暑
気
払
い
は
７
月
２
５
日
的
午
後
１
時
か

ら
ル
ー
ム
会
議
室
で
。
★
緑
爽
会
で
は
先
輩
方
も
、

明
日
を
担
う
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
隔
て
な
く
交
流
し

て
い
ま
す
。
事
務
局
に

一
部
交
代
が
あ
り
、
福
原
サ

チ
子
さ
ん
が
会
計
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
ケ
ッ
チ
や
カ
ッ
ト
の
中
村
好
至
恵
さ
ん
、
写
真
の

小
泉
義
彦
さ
ん
な
ど
、
い
つ
も
手
早
い
対
応
で
会
報

編
集
を
援
け
て
く
だ
さ
つ
て
い
ま
す
。

（近
藤

緑
）

富士山頂上直下での宮澤さん一家 (1972年 )


